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温室効果ガス削減に向けての取組について

令和６年度までに実施したこと　今後も実施していきましょう

〇印刷室や休憩室の照明の消し忘れを呼びかける張り紙の設置

〇美化運動時に配布するゴミ袋を環境に配慮した素材のゴミ袋に変更

〇業務終了後の廊下等の消灯

〇時間外勤務を削減することで、照明の使用時間を減らす

〇必要以上の照明使用を控える

〇日中の窓側照明を消灯

〇マイボトル、マイ箸、エコバックの徹底

〇分別、リサイクルの徹底

〇使用済フォルダ・ボックスの再利用

〇デジタル化によるペーパーレスの推進

〇ノートパソコンを使用しないとき、ふた（ディスプレイ部分）を閉じてスリープ状態にする

〇紙削減のため伝票をデータ保存にした。また保護者通知にアプリを使用。

〇回覧について、できるものはデータで行う

〇デスクトップ型パソコンのスリープ設定時間について、一部の端末で短縮

〇水道水の節水を励行

〇衣服を適切に調整し、適宜膝掛等を活用することで、過度な冷暖房の使用を抑制する



課の業務の一環として行ったこと

〇冷房費用削減のため、エアコン・保冷庫等の室外機への日除けの設置（夏場のみ）

〇給食から出る生ごみ（下処理野菜・残食）のキエーロ（土壌分解型生ごみ処理器）による生ごみ処理

〇各種電気設備の待機電力削減のための取組（朝夕の電源オフ・休暇期間の保冷庫の細やかな温度の設定）

〇調理委託業者へ各電気機器類のこまめな電源オン・オフの取組依頼

〇帰る時は、ホットカーペット、空気清浄機等のコンセントを抜く

〇残食を減らすため、食育や子どもが食べやすいメニュー・調理をした。

〇印刷物をリサイクル可能な素材で作成（窓あき封筒の窓部分）

〇漏水発生時に早急に修繕し、水道水の無駄な消費を抑える

〇浄水場電気計装盤（昭和56年製）の一部を更新

〇施設内の水銀灯を一部LEDに更新

令和７年度以降取り組んでいくこと

〇庁舎等で使うゴミ袋を環境配慮型のゴミ袋に変更できるよう調整（令和８年度～）

〇チラシや資料等の印刷部数の見直し

○季節・気候に合わせた服装、飲料の水筒持参

〇脱炭素事業への寄附受付　ゼロカーボンシティ推進型自動販売機　飲料購入で売り上げの一部が寄附

〇冷房費用削減のため、エアコンの室外機への日除けの設置（夏場のみ）

更なる高みをめざして

○不要なものを買わない、使い捨てを避けて消費行動を見直す

○エネルギー効率の高い家電製品に切り替える

〇月１回OR週１回のノーカーデー（自転車通勤）の実施


